
令和６年度 第１回 ６月２４日（月）開催

出席者：委員７名、学校関係者５名

和歌山県立耐久高等学校 学校運営協議会

議題

１ 学校運営協議会委員任命

２ 会長・副会長の選出

３ 本校の現状について

４ 令和６年度学校経営方針について

５ その他

協議内容

① 学校運営協議会委員の紹介

② 学校関係者の紹介

③ 会長・副会長の選出 （会長：楠 様、副会長：川口 様）

④ 本校の現状について（教務部、進路指導部、生徒指導部より説明）

○教 務 部 長：井畑 直樹 教諭 「過去７年間のデータを振り返って」

○進路指導部長：安原 美有紀 教諭「耐久高校の進路指導について」

○生徒指導部長：井原 正善 教諭 「耐久高校生としての誇りと品格の育成」

⑤ 学校経営方針（目指す学校像・育てたい生徒像・重点目標）を校長提案、承認

⑥ 意見交換した内容と具体的な意見

○教室のプロジェクターが明るすぎて見づらくないか

○１人１台端末の使用状況は？→総合的な探究の時間や LHRぐらいで少ない
※通信速度を改善する予定

※令和８年度入学生からは各自購入の予定

○スタディサプリについて（年間費，使用頻度など）

○えき蔵の公共施設のマナーについて

○高校再編を踏まえた学校の特色づくりは難しい

→「幅広い層の生徒を受け入れ、教育できる学校」を特色にしてはどうか

○定時制は、人数（１８名）が少ないが何とか存続させてほしい

学校運営協議会委員 （順不同、敬称略）

楠 義隆 （湯浅町 副町長） 大硲 聖人 （広川町立耐久中学校 校長）

川口 厚之 （湯浅町立湯浅中学校 校長） 上田 さとみ（湯浅町教育委員会 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）

竹中 滋基 （耐久高等学校 ＰＴＡ会長） 井上 信太郎（紀州柑橘 善兵衛農園 七代目園主）

戸川 しをり（耐久高等学校 校長）



令和６年度 第２回 １０月２５日（金）開催

出席者：委員６名、学校関係者２名

議題

１ 全日制の今年度進路状況について

２ 定時制の現状について

３ 体育大会参観

４ その他

協議内容

１ 全日制進路指導部より

○３年生の共通テスト出願が昨年度より減少した。科目(情報)の追加や試験

時間増加による生徒の負担増が原因と考えられる。

○１年生の進路希望調査によると、四年制大学を目指す割合が増えてきている。

○２年生は模試の結果を見る限り成績は維持できているが、今後はさらに、高

い意思を持って欲しいところである。

２ 定時制の現状を教頭より

○生徒は湯浅町中心に近隣地区より通学している。※和歌山市１名

○３年生(４名)は就職内定１名、進学希望２名、未定１名の状況。

○２年生(１０名)には、個々に応じたきめ細やかな指導をし、保護者との連絡

を密に行うように心がけている。

○１年生(５名)は、定時制で学ぶことに楽しさを感じ、保護者協力の下、登校

できるようになってきている。

★少人数の定時制だからこそ、登校・学習できる生徒がいるため、定時制が

必要である。

３ 体育大会を参観して

★生徒・教員とも一生懸命取り組み、何より楽しんでいてよかった。

★保護者だけでなく、地域の方々にも見てもらいたい。

４ その他

★スマホの有効利用とともに使い方の指導が大切である。

学校運営協議会委員 （順不同、敬称略）

楠 義隆 （湯浅町 副町長） 大硲 聖人 （広川町立耐久中学校 校長）

上田 さとみ（湯浅町教育委員会ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）井上 信太郎（紀州柑橘 善兵衛農園 七代目園主）

竹中 滋基 （耐久高等学校 ＰＴＡ会長） 戸川 しをり（耐久高等学校 校長）

和歌山県立耐久高等学校 学校運営協議会



令和７年度 第３回 ２月２１日（金）開催

出席者：委員５名、学校関係者２名

議題

１ 全日制「耐久生の意識や行動に関する調査（生徒）」の結果と分析について

２ 全日制「学校評価（教職員）（保護者）」の結果について

３ 定時制「授業アンケート（生徒）」の結果について

４ その他（学校評価について）

和歌山県立耐久高等学校 学校運営協議会

協議内容

１・学習について、どのレベルを目指すか共通認識が必要である。

・生徒が教員に質問し解決する雰囲気を向上させる。

・与えられた課題のみでなく自主的・発展的な学習の習慣を生徒に身につけ

させる事が大切である。

・スタディサプリを自主的に生徒が使用するために、生徒および教員への研修

を次年度行う。

・保護者は生徒と進路についてよく話をし理解した上で、応援してくれている。

・生徒は学校の規則や指導を厳しいと感じているが、自主的に規律ある学校

生活を送ろうとしている生徒もいる。学校全体が自主自律の方向に向かって

いくことを期待する。

・クラブ活動やクラス活動を意欲的に行い、生徒は成長できている。

２・（保護者）「生徒は学校行事に積極的に取り組み、成長できている。」

「施設設備と保護者会等について改善して欲しい。」

（教職員）「組織運営の改善が必要。」「研修の参加が少ないことが課題。」

３・個別指導はできているが、大学進学指導は課題がある。

・登下校の校門指導により、全職員が全生徒の担任という意識を持てている。

・ほとんどの生徒は学習に前向きに取り組んでいる。

４ 本協議会での意見を踏まえ、今年度の『学校評価』を行う。

学校運営協議会委員 （順不同、敬称略）

楠 義隆 （湯浅町 副町長） 大硲 聖人 （広川町立耐久中学校 校長）

川口 厚之 （湯浅町立湯浅中学校 校長） 上田 さとみ（湯浅町教育委員会 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）

戸川 しをり（耐久高等学校 校長）


